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ピッカピカの
春からは

1年生

　

４
月
か
ら
町
内
の
小
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
88
名
を
紹
介
し

ま
す
。

（
２
月
10
日
現
在
・
敬
称
略
）



神
志
山
小
学
校

 

（
10
名
）

畑
中　

萌
美　
　

松
田　

紘
典

河
邉　

友
香　
　

新
家
妃
加
里

山
本　

圭
祐　
　

山
本
さ
や
か

山
門
菜
美
子　
　

尾
川　

真
菜

奥
地　

正
和　
　

小
畑　

久
美



御
浜
小
学
校

 

（
38
名
）

岡
本　

有
加　
　

川
本　

梓
沙

奥
地　

祐
介　
　

山
本　

麻
奈

田
中　

隆
聖　
　

大
畑　

宏
樹

西
倉　

浩
樹　
　

福
嶋　

詩
織

笹
之
内
高
太　
　

平
谷　

七
美

赤
根　

俊
輝　
　

久
保　

康
太

畑
中
由
希
子　
　

杉
浦　

拓
志

池
上　

恒
星　
　

阪
口　
　

優

德
田　

佳
樹　
　

岩
本　

麻
里

古
田　

佳
帆　
　

田
中　

華
琳

松
島　

勘
太　
　

笹
之
内　

魁

坂　
　

夏
実　
　

大
威　

み
く

中
本　

真
衣　
　

大
居　

優
季

倭　
　

有
沙　
　

中
阪　

朔
哉

川
上　

貴
也　
　

山
田　

和
輝

嶋
崎　

早
希　
　

宿
谷　

涼
太

清
水　

健
児　
　

岡
本　
　

楓

東　
　
　

蓮　
　

岡
村　

雅
也

元気にあいさつするよ！ 阿田和保育園

いっしょうけんめい勉強するよ！ 市木保育所好ききらいせず給食たべ るよ！ 尾呂志保育所たくさん友だちつくるよ！ 神木保育所

いっぱいお手伝いするよ！ 志原保育所

春からは
ピッカピカの

1年生

西
久
保
綾
香　
　

前　
　

詩
織



阿
田
和
小
学
校

 

（
28
名
）

山
本　

真
輝　
　

小
中　

充
紀

山
下　

詩
織　
　

江
川
未
都
希

山
口　

由
記　
　

辻　
　

佑
芽

二
村　

聡
史　
　

冨
士
本
安
那

山
本
ゆ
か
り　
　

大
平　

大
志

平　
　

三
汰　
　

内
水　

理
紗

仲
尾　

唯
子　
　

畑
中
は
る
か

尾
﨑　

汐
梨　
　

山
口　

未
紗

宇
城　
　

蓮　
　

山
村　

優
輝

道
前　

悠
己　
　

畑
野　
　

萌

竹
原　

悠
稀　
　

山
本　

浩
之

内
水
み
の
り　
　

髙
嶋　

大
和

上
野　

和
浩　
　

垣
内　

優
汰

今
津　

悠
至　
　

上
野　

嘉
紀



尾
呂
志
学
園
小
学
校

 （
12
名
）

西
畑　

昌
樹　
　

下
平　



仁

河
股　

凌
平　
　

浦
東　
　

寿

芝
﨑　

将
太　
　

山
田　

瑞
穂

南　
　

有
紀　
　

西
浦　

鳳
海

坪
内
紗
矢
香　
　

坂
本　
　

航

岡
田　

瑞
希　
　

田
中
百
合
子

ま
ち
ど
お
し
い
な

入
学
式
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お鍋が美味しいこの季節、ご家庭ではポータブルガスコンロが

大活躍ですよね。小さくて軽くて持ち運びも便利なため、今では

すっかり家庭に定着しています。このコンロを利用するために別

売されている小さなガスボンベ、使い終わったらごみとして出さ

れますが、このポータブルガスボンベが原因とみられる収集作業

中の爆発事故が後を絶ちません。

中身が入ったままのポータブルガスボンベやスプレー缶は、最

終処分場での埋め立て作業中や、パッカー車（ごみを圧縮して積

み込む作業車）への積み込み作業中に、爆発することがあります。

今年に入ってすでに２件の爆発事故が発生しました。人命に関わ

る重大事故につながる恐れがあるため、これらを排出する際は次の事を厳守してください。

・最後まで使いきったあと、缶に穴を開けて出しましょう。
・他のものと混入せず、ポータブルガスボンベ・スプレー缶だけを透明袋に入れて、
金物資源ごみの日に出しましょう。

これらが守られてない場合は収集できませんのでご注意ください。

 ※穴を開ける際の注意点
・必ず中身がカラである事を確認してください。噴射口からシューという音がしなくなるま

で出しきってしまいましょう。ポータブルガスボンベの場合は先端部分を下にし、石やコ

ンクリート等の固いところにおしつけると、中身をカラにする事ができます。

・作業は風通しのよい屋外で行うようにしましょう。

・穴を開ける部分は顔から遠ざけるとともに、開ける方向に

人がいない事を確認しましょう。

・穴を開ける際は、火花が散るような強い衝撃を与えないよ

うにしましょう。ご家庭にある缶切り等を利用するとよい

でしょう。また、大手スーパーやインターネット通販等で

穴を開けるグッズも多く販売されています。これらを利用

すると、より安全に作業ができます。

†問い合わせ先†　生活環境課　環境係　３－０５１３

環 境 だ よ り環 境 だ よ り
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熊野市消防署（消防本部）の
移転のお知らせ

熊野市消防署（消防本部）の
移転のお知らせ

捨
て
が
た
き　

一
句
の
生う

ま

る　

大
お
お
あ
し
た旦 

向
井　

春
羊

生
き
抜
き
て　

喜き
じ
ゅ寿
の
大
き
な　

年
迎
ふ 

真
砂　

笑
子

星
冴
ゆ
る　

一
粒
づ
つ
が　

震
え
お
り 

 

中
村　

幸
子

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の　

垣
根
越ご

し
な
る　

長
な
が
ば
な
し話 

川
端
り
つ
子

寒か
ん
べ
に紅
も　

つ
け
て
あ
げ
れ
ぬ　

姪め
い

の
逝
く 

山
田　
　

準

元が
ん
ち
ょ
う
朝
の　

海
の
平た

い

ら
や　

病
め
る
人 

井
奥
冨
久
子

師し

の
賀
状　

ふ
た
た
び
み
た
び　

読
み
返
す 

湊　
　
　

貞

終し
ま

い
湯
に　

五
体
の
ば
し
て　

年
送
る 

福
井　

清
子

童
顔
に　

晴は
れ
ぎ着
の
似
合
う　

成
人
式 

谷
口　

希
世

衣え
も
ん
か
け

紋
掛　

影
を
回
し
て　

日ひ
な
た向
ぼ
こ 

須
崎　

行
雄

初
さ
ら
ひ　

冷
た
き
指
先　

弦げ
ん

静
か 

西　
　

敦
子

よ
く
似
合
う　

帽
子
を
ひ
と
つ　

お
買か

い
ぞ
め初 

杉
目　

芳
巳

與よ

た太
て
ふ　

男
の
一
句　

星
冴
ゆ
る 

堀　
　

一
秀

福
耳
の　

娘こ

に
連
れ
ら
れ
て　

初
詣 

久
保　

ひ
ま

初
仕
事　

牛
ぎ
ゅ
う
ふ
ん糞
湯ゆ

げ気
の　

匂
ふ
中 

日
浦
と
よ
の

マ
イ
ナ
ス
の　

イ
オ
ン
が
魅
力　

毛
布
買
ふ 

大
久
保
歌
与

繚り
ょ
う
ら
ん
乱
の　

山さ
ざ
ん
か

茶
花
垣
の　

散
り
急
ぐ 

長
尾　

あ
や

幼お
さ
な
ご子
も　

十じ
ゅ
っ
し指
広
げ
て　

焚た
き
び火
の
輪 

 

川
本　

素
秋

福
引
や　

二
等
引
き
当
て　

小こ
お
ど躍
り
す 

東　

か
ほ
る

金き
ん
ぱ
い杯

の　

神み

き酒
に
ほ
ん
わ
か　

老お
い

の
春 

和
田　

一
潮

橡と
ち
の
実
の　

恵
み
戴
き　

寒か
ん

の
餅 

中
西　

水
交

提ち
ょ
う
ち
ん
灯
の　

寺じ
も
ん紋
先
だ
ち　

寒か
ん
ね念
佛ぶ

つ 

植
村
亜
以
子

み
は
ま
広
報
俳
句
一
月
抄　

　平成15年3月25日（火）から熊野市有馬町1365

番地1（JA三重南紀熊野支店隣）において消防業務

を開始しますのでお知らせします。

　なお、全施設の供用開始は平成15年4月1日（火）

からとなります。

平成15年3月25日から電話番号が変わります。

それぞれの課と直接通話ができるようになります。

（市外局番 0597）

課　　　名 電話番号 お　も　な　業　務

通 信 司 令 室 89ー0119
総合案内・災害情報の

収集・出動指令・通信

総     務     課 89ー0993
人事・庶務・車両装備・

統計・広報・消防団

予     防     課 89ー0994
火災予防・消防用設備・

危険物・危険物安全協会

消 防 救 急 課 89ー0995
防災救急救助対策・各種

訓練申込・防火協会

災害状況自動案内 89ー1364 災害情報の案内

Ｆ Ａ Ｘ 89ー4424

４月１日より、
知的障害に関する窓口と

身体・知的障害
に関する制度が変わります

　知的障害に関する窓口が、今まで県の福祉

事務所であったものが、権限委譲のため、４

月からは役場福祉保健課になります。

　また、身体・知的障害に関する制度が一部、

措置制度から利用制度（支援費制度）へと仕

組みが変わります。現在サービスを受けてい

る方は既にご案内させていただいたとおり

ですが、新たにサービスの利用を希望される

方は、役場福祉保健課までご相談ください。

◎対象となるサービス

・施設入所、通所に関するサービス

・ホームヘルプ、デイサービスに関する

サービス

・短期入所に関するサービス等

†問い合わせ先†　

福祉保健課　３－０５１５（担当　西）
火災・救急緊急時は 119 番
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海　外　勤　務　者　と　税

新
成
人
の

皆
さ
ん
へ

　

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
一

号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
す
る
と
同
時
に
第
二

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
は
第
三
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老

後
の
収
入
を
約
束
し
て
く
れ
る
唯

一
の
年
金
制
度
で
す
。

　

年
金
額
は
物
価
に
ス
ラ
イ
ド

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。

　◆平成１４年分の所得税の確定申告の税務署窓口での相談

　　及び申告書の受付は、平成１５年３月１７日（月）まで

　（納税も、平成１５年３月１７日（月）が期限です。）

期限間近になりますと税務署は大変混雑し、長時間お待ちい

ただくようなことになりかねません。

　※出来上がった申告書は郵送でも提出できます。

　　申告書はご自分で書いて、お早めに提出してください！

 ※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！

　†問い合わせ先†
　尾 鷲 税 務 署　　　０５９７２－２－２２２２

　◆退職金は、通常、その支払を受けるときに所得税と住民税

　　が源泉徴収されます。

　◆国民年金・厚生年金などの公的年金等や生命保険契約に基

　づく年金などの公的年金等以外の年金を受け取ったときに

　は、通常、雑所得になります。

　◆海外勤務のため長期間日本を離れる時には、出国前に確定

　申告と納税をしなければならない場合があります！

　　所得税法では、日本国内に住所を有するか、又は現在まで

引き続いて 1年以上居所を有するか否かにより、「居住者」「非

居住者」と区別し、課税所得の範囲・課税方法など定めてい

ます。

し
、
何
歳
ま
で
生
き
よ
う
と
も
終

身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

安
心
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
国
民
年
金
が
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
社
会
保
険
方
式
を
と

り
、
働
く
世
代
の
保
険
料
で
高
齢

者
世
代
の
年
金
を
賄
う
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
支
払
う
費
用
の

三
分
の
一
は
、
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
、

思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保

険
者
の
方
は
町
役
場
で
、
第
三
号

被
保
険
者
の
方
は
配
偶
者
の
勤
務

先
な
ど
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

　

第
二
号
被
保
険
者
の
方
は
、
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
手
続
き
に
合

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
！

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆ 

納
税
者
の
皆
様
へ

　

平
成
14
年
度
分
の
町
県
民
税
・

固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

軽
自
動
車
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
、納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し

た
ら
、早
急
に
納
付
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。

　

ま
だ
、ご
利
用
で
な
い
方
は
、ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
申
込
み
を
！

詳
し
く
は
…

税
務
住
民
課
・
徴
税
係
ま
で


３
│
０
５
１
０

わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
号
被
保
険
者
、
第
三
号
被

保
険
者
の
方
は
、
自
分
で
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当 

林
）

退　職　金　や　年　金　と　税

所得税の確定申告は自分で書いてお早めに !
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た
胃
液
の
分
泌
が
高
ま
り
、
食
欲
旺
盛
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
来
る
冬
に
備
え
て
、
体
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
よ
う
と
す
る
た
め
で
す
。
つ
い

食
べ
す
ぎ
て

し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で

注
意
し
ま
し

ょ
う
。
食
べ

す
ぎ
や
刺
激

の
強
す
ぎ
る

も
の
は
、
胃

液
の
過
剰
分
泌
を
ま
ね
き
、
胃
潰
瘍
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
し
ま
す
。
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き

く
な
る
こ
と
で
も
、
自
律
神
経
を
乱
れ
や
す
く

し
ま
す
。

冬 

熱
い
飲
食
物
の
と
り
す
ぎ
や
暴
飲
暴
食
に

注
意

　

体
が
冷
え
る
と
神
経
の
緊
張
が
高
ま
り
、
胃

液
の
分
泌
量
が
増
え
ま
す
。
そ
こ
へ
も
っ
て
年

末
年
始
の
宴
会
シ
ー
ズ
ン
で
飲
食
す
る
機
会
も

増
え
、
暴
飲
暴
食
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
発

し
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
で
胃
液
が
分
泌
過
剰

に
な
り
や
す
く
、
ま
た
胃
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
胃
が
疲
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
極
端
に
熱

い
飲
食
物
を
と
り
す
ぎ
た
り
す
る
の
も
胃
を
荒

ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
胃
は
一
年
中
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
ま
す
。
毎
日
使
う
大
切
な
体
の
一
部
で

す
。
不
規
則
な
生
活
、
不
摂
生
を
改
め
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

3月

No.267

春　野　菜

胃は一年中ストレスにさらされている

胃を守るためにも
年に一度は

ど
、
せ
り
、
か
ぶ
、
ふ
き
の
と
う
、

新
キ
ャ
ベ
ツ
、
新
じ
ゃ
が
い
も
、

新
た
ま
ね
ぎ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

旬
の
野
菜
が
で
ま
わ
り
ま
す
。

　

旬
は
そ
の
食
材
の
一
番
お
い
し

い
時
期
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
料
理

方
法
で
、
色
、
味
、
匂
い
、
歯
ざ

わ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

季
節
に
よ
る
変
化
が
大
き
い
日
本
の
気
候
。

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
む
の
に
は
よ
い
の

で
す
が
、
胃
に
と
っ
て
は
気
候
の
変
化
も
ス
ト

レ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

胃
液
の
分
泌
が
高
ま
る
時
期
に
は
胃
潰か

い
よ
う瘍
に

な
り
や
す
く
、
分
泌
が
低
下
す
る
時
期
に
は
食

欲
不
振
や
胃
も
た
れ
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
も
と
も
と
胃
の
弱
い
民
族
で
、
欧

米
人
な
ど
に
比

べ
て
胃
の
筋
肉

の
層
が
薄
く
、

弾
力
性
に
欠
け

て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
長

年
の
食
生
活
に

よ
る
も
の
と
さ

　

春
は
芽
を
食
べ
る
季

節
で
す
。
冬
を
越
し
た

野
菜
の
生
命
力
は
、
体

を
目
覚
め
さ
せ
る
強
さ

が
あ
り
、
新
陳
代
謝
を

よ
く
し
ま
す
。
菜
の
花
、

あ
さ
つ
き
、
グ
リ
ー
ン

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
た
け

の
こ
、
た
ら
の
芽
、
う

＊
季
節
の
変
化
に
よ
る
胃
へ
の
影
響
＊

春 

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
、
胃
液
の
分
泌  

が
高
ま
る

　

新
陳
代
謝
が
高
ま
る
と
、
そ
の
た
め
の
栄
養

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ゆ
え
に
胃
液
の
分
泌
が

増
え
、
食
欲
増
進
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時

期
に
刺
激
の
強
す
ぎ
る
も
の
を
食
べ
る
と
、
胃

液
が
分
泌
過
剰
に
な
り
、
胃
潰
瘍
を
ま
ね
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
春
は
、
入
学
や
卒
業
、

就
職
、
転
勤
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
環
境
の

変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
。

夏 

胃
液
の
分
泌
が
低
下
し
、
食
欲
不
振
に
な

り
や
す
い

　

暑
い
時
は
、
消
化
器
官
の
活
動
が
低
下
し
ま

す
。
特
に
高
温
多
湿
の
日
本
の
夏
は
食
欲
が
低

下
し
が
ち
で
す
。
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
と

り
す
ぎ
る
と
、
胃
の
血
管
が
収
縮
し
て
胃
の
働

き
が
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
か
つ
水
分
で
胃
が
薄

ま
っ
て
食
欲
不
振
が
強
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
冷

房
の
き
き
す
ぎ
た
室
内
と
暑
い
外
と
の
温
度
差

に
よ
っ
て
、
自
律
神
経
を
み
だ
し
が
ち
な
こ
と

も
、
胃
の
不
調
に
つ
な
が
り
ま
す
。

秋 

再
び
食
欲
増
進
。
つ
い
食
べ
す
ぎ
に
・
・
・

　

食
欲
の
秋
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
秋
に
は
ま

れ
、
で
ん
ぷ
ん
や
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
中
心
の

食
事
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
胃
を
つ
く
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
民
族
的
な
体
質
に
変
化
の
大
き
い

気
候
が
加
わ
っ
て
、
日
本
人
は
胃
の
ト
ラ
ブ
ル

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
常
に
胃
を
い
た
わ
る
注
意
が
必
要
と

い
え
ま
す
。
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東
紀
州
活
性
化
大
学

　
　
　
　

公
開
講
演
会

軽
自
動
車
の
登
録
・

廃
車
手
続
き
の
お
知
ら
せ

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
4 月からの医療費について

肺炎とその予防

白内障

中高年の性

「かかりつけ歯科医」を持とう！

3月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

　

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
登
録
使
用
者

（
所
有
者
）
に
１
年
分
課
税
し
、

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
も
し
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
が
故
障
や
そ
の
他
の
理
由
で
使

用
で
き
ず
、
手
続
き
が
お
済
で
な

い
方
は
す
み
や
か
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
廃
車
手
続
等
受
付
先
》

◆
排
気
量
１
２
５

以
下
の
バ
イ

ク･･･

役
場
税
務
住
民
課

◆
排
気
量
１
２
５

を
超
え
る
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車･

･
･

紀
南
自

家
用
車
組
合
（
阿
田
和
町
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
横
）

※
な
お
、
３
月
は
手
続
き
が
集
中

し
、
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
る
べ
く
３
月
20
日
頃
ま

【
日　

時
】
３
月
15
日
（
土
）
午

後
1
時
30
分
か
ら

【
場　

所
】
海
山
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
集
会
室

【
講　

師
】
内
山　

節
氏〈

哲
学
者
〉

【
テ
ー
マ
】「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
人
の
役
割
」

【
入
場
料
】
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業

推
進
協
議
会


０
５
９
７
│
８
９
│
６
１
７
２

で
に
手
続
き
を
す
ま
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
（
担
当　

山
田
）


３
│
０
５
１
０

　

防
衛
庁
で
は
、
平
成
16
年
度

採
用
の
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

医
師
の
診
察
を
受
け
た
あ
と

に
、
病
院
・
診
療
所
で
お
薬
の
か

わ
り
に
処
方
せ
ん
が
渡
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
「
医
薬
分
業
」
で
す
。

処
方
せ
ん
に
は
お
薬
の
名
前
や
種

類
、
量
、
使
い
方
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
処
方
せ
ん
を
街
の
保

険
薬
局
に
も
っ
て
い
く
と
、
薬
剤

師
が
薬
の
量
や
飲
み
合
わ
せ
等
を

確
認
の
上
、
調
剤
し
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
は
、
処
方
せ
ん
と
引
き
換

え
に
お
薬
が
渡
さ
れ
ま
す
。「
医

薬
分
業
」
は
医
師
と
薬
剤
師
が
協

力
し
て
お
薬
を
安
全
に
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
県
民
局 

保
健
福
祉
部

衛
生
指
導
グ
ル
ー
プ　

中
村


０
５
９
７
８
│
５
│
４
１
０
２

医
薬
分
業
と
は

全
国
主
要
都
市
（
三
重
県
は
久
居

市
）

【
受
験
料
】
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

自
衛
隊
三
重
地
方
連
絡
部

熊
野
募
集
事
務
所


０
５
９
７
│
８
５
│
２
２
１
４

紀
伊
地
区
自
衛
官
募
集
事
務

連
絡
協
議
会


０
５
９
７
│
８
９
│
４
１
１
１

【
受
付
期
間
】

４
月
７
日
〜
５
月
８
日

【
試
験
日
程
】

●
一
次
試
験　

５
月
23
日

●
二
次
試
験　

６
月
下
旬

【
合
格
発
表
】

●
一
次　

６
月
中
旬

●
最
終　

９
月
初
旬

【
試
験
会
場
】

募集種目 区分 募集人員 受　験　資　格

幹　部

候補生

・一般

・技術
約２２０名

２０歳以上２６歳未満の者

※２２歳未満の者は大学卒　　

　（見込含む）

・医科

・歯科

・薬剤

約２０名

専門の大学を卒業した (見込含

む )２０歳以上３０歳未満の者

（「薬剤」は２６歳未満）
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に
、
ス
ー
ザ
ン
に
は
白
鳥
の
こ
と

ば
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
白
鳥
た

ち
と
ス
ー
ザ
ン
の
、
た
の
し
く
幸

せ
な
生
活
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
じ
き
お
と
う
さ

ん
が
航
海
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
い

う
の
に
、
着
る
服
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う･
･
･

。
一
九
三
八
年
に
イ
ギ
リ

ス
で
出
版
さ
れ
て
以
来
、
版
を
重

ね
て
読
み
つ
が
れ
て
き
た
美
し
い

作
品
で
す
。

白鳥とくらした子
  シシリー・メアリー・

バーガー 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
「
あ
な
た
の
お
と
う
さ
ん
は
、
わ

た
し
の
い
の
ち
を
た
す
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
な
た
は
、
じ

ぶ
ん
の
食
べ
る
ぶ
ん
さ
え
ほ
と
ん

ど
な
い
の
に
、
パ
ン
を
わ
け
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
わ
た
し

が
、
あ
な
た
の
お
世
話
を
し
ま

す
。
お
と
う
さ
ん
が
か
え
っ
て
こ

ら
れ
る
ま
で
ず
っ
と
。
な
に
も
お

そ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

た
し
は
ラ
ッ
シ
ー
川
の
王
な
の
で

す
か
ら
」

「
あ
あ
、
白
鳥
の
王
さ
ま
、
な
ん

て
お
れ
い
を
い
っ
た
ら
い
い
の
か

し
ら
」　
　
　
　
　
〈
本
文
よ
り
〉

　

や
さ
し
い
お
父
さ
ん
が
航
海
に

出
て
い
る
間
、
世
話
を
し
て
く
れ

る
は
ず
の
女
の
人
か
ら
ひ
ど
い
め

に
あ
わ
さ
れ
た
、
小
さ
な
ス
ー
ザ

ン
。
に
げ
だ
し
た
ス
ー
ザ
ン
を
救

っ
た
の
は
、
以
前
お
父
さ
ん
に
助

け
て
も
ら
っ
た
ラ
ッ
シ
ー
川
の
白

鳥
で
し
た
。
お
ど
ろ
い
た
こ
と

内観法 吉本　伊信　著

解夏 さだ　まさし　著

まずは子どもを抱きしめて

 加藤　曜子　著

お茶犬のススメ

 廣野　多喜子　著

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
や

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用

品
や
給
食
（
牛
乳
含
む
）、
修
学

旅
行
な
ど
の
就
学
費
用
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
在
学
中
か
、
今
春

入
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

で
、
４
月
分
か
ら
受
給
を
希
望
さ

れ
る
保
護
者
の
方
は
、
継
続
に
つ

い
て
は
３
月
上
旬
、
新
規
に
つ
い

て
は
４
月
上
旬
ま
で
に
各
小
中
学

校
長
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

対
象
者
は
、
生
活
状
況
が
苦
し

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、

平
成
14
年
に
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
た
家
庭
で
す
。

◆
生
活
保
護
の
停
止
及
び
廃
止

◆
町
民
税
の
非
課
税

◆
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
個
人

事
業
税
の
減
免

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た

は
徴
収
の
猶
予

◆
国
民
年
金
の
免
除

◆
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
の
支
給

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
よ

る
貸
付

†
問
い
合
わ
せ
先
†

各
小
中
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会　

総
務
係


３
│
０
５
２
６（
内
線
３
１
０
）

【
融
資
額
】
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
２
０
０
万
円

【
融
資
期
間
】
10
年
以
内
（
在
学

期
間
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

【
返
済
方
法
】
毎
月
元
利
均
等
返

済
（
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
が
可

能
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

国
民
生
活
金
融
公
庫
津
支
店


０
５
９
│
２
２
７
│
５
２
１
１

（
融
資
相
談
係
ま
で
）

（中央公民館）

小
中
学
生
へ
の

就
学
費
用
援
助
の
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度

中
退
共
で
退
職
金
を

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
平
成
14
年
度
確
定
保

険
料
と
平
成
15
年
度
概
算
保
険

料
の
申
告
と
納
付
は
、

平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら

５
月
20
日
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く
、
お
早
め
に
申
告
・

納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室


０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
の

年
度
更
新
に
つ
い
て

で
す
。

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◆
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

◆
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や
転

職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま

す
。

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共

制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

†
問
い
合
わ
せ
先
†

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部


０
５
２
│
６
８
１
│
８
９
５
１
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神志山小学校

◆
次
号
は
尾
呂
志
学
園
で
す
。

草　笛

　心身の調和がとれ、個性や創造力に富む人間性豊かな児童

を育成する。

　《目指す児童像》

　　・思いやりの心で協力し、励ましあう子ども　

　　・よく考え、実践力のある子ども　

　　・基本的な生活習慣を身につけた健康な子ども

●学校教育目標

●児童数
（平成 15年 2月 1日現在）

１年 　１０人

２年 　７人

３年 　１２人

４年 　８人

５年 　５人

６年 　１２人

計 ５４人

　御浜分署の消防士さんに来ても
らって、防災訓練をしました。消火
や煙につつまれた時の避難の仕方
などを教えてもらいました。
　「将来は消防士になりたいなぁ。」


生
活
科
の
時
間
に
、
学
校
林
の

探
検
に
行
き
ま
し
た
。「
海
の

見
え
る
場
所
」
で
記
念
撮
影
。

大
き
な
声
で
歌
も
う
た
い
ま

し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
１
年

生
で
す
。

　神志山小学校では、みんなで『草

笛』にとりくんでいます。「ひさかき」

の葉を使ってふきます。みんなが集

まる集会のとき以外にも、休み時間

や終わりの会などで、それぞれが練

習しています。


６
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
利
用
し
て
、『
土
器
作

り
』
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
裏
山
で

土
を
掘
り
ま
し
た
。


３
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
樹
木
調
べ
を
し
ま
し

た
。
神
志
山
小
学
校
に
は
樹
木

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
名
前
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。


２
年
生
は
、
生
活
科
の
時
間
に

学
校
林
へ
「
ひ
み
つ
き
ち
」
作

り
の
材
料
を
探
し
に
行
き
ま

し
た
。
大
き
な
ウ
ラ
ジ
ロ
が
あ

っ
た
の
で
、
ぼ
う
し
に
し
ま
し

た
。
ど
う
で
す
か
？

学校林の案内板の前で…ハイチーズ！
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向こう側向こう側

御浜女声コーラスの素敵なハーモニー

1/26 第13回 御浜町

京都フィルハーモニー
室内合奏団による尾呂
志学園竣工記念コンサ
ートも行われプロの演
奏を楽しみました。

尾呂志学園の生徒もヴ
ァイオリンを体験させ
てもらいました。

ふれあいコンサート
in 尾呂志学園 たかちらホール

　ＪＲ特急「ワイドビュー南紀」は、当地と名古屋・津方面とを最速で結んでいます。平成４年に

導入されて以来、１０年が経過しましたが、地域内外の人々にビジネスや観光など幅広く利用され

てきました。

　しかし、車社会の進展や景気低迷による観光入り込み客の激減等もあり、利用客が年々減少し、

導入前の数を下回るといった事態になっています。利用客の減少と共に、運行についても最小限の

ダイヤが編成され、昨秋からは南紀３号と８号が金・土・日・休日のみの臨時運行になっています。

　紀伊長島町から鵜殿村の東紀州８市町村では「南紀・東紀州交通対策委員会」を結成し、地域住

民への啓発や、都市部での利用促進など、関係機関と連絡調整を図りながら様々な事業を行ってい

ます。

　鉄道は車と違い、渋滞や駐車場、さらには飲酒運

転の心配もなく、ゆったりと快適に移動することが

できます。また、ワイドビューというまさにその名

の通り、車窓からは、きらめく海原やのどかな田園

風景などが楽しめます。さらには、津や松阪などへ

ご利用の際は、往復割引や回数券などのお得な切符

も用意されています。

　この機会に、環境にもやさしい鉄道、バスなどの

公共交通のあり方について考えてみてはいかがでし

ょうか。

　また、特急乗車券は地元の駅で購入しましょう。

名古屋・津方面へはワイドビュー南紀で
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『
花
と
緑
の
祭
典
み
え
』

 

◆
花
や
緑
を

暮
し
の
中
へ
！

クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署新
入
学
児
童
の

交
通
安
全

◆
春
は
、
新
入
学
、
新
入
園
の
季

節
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
一
番
気

を
つ
け
た
い
の
は
、「
交
通
事
故
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
３
歳
か
ら
13
歳
に

◆
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
す
る
な

か
、
町
外
か
ら
新
天
地
を
求
め
て

新
規
就
農
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
、
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
氏　

名
】

杉す
ぎ
う
ら浦 

由よ
し

直な
お

さ
ん 

25
歳  

下
市
木

【
就
農
ま
で
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

・
愛
知
県
岡
崎
市 

生
ま
れ

・
販
売
業
、
学
習
塾
勤
務
を
経
て

平
成
13
年
4
月
に
御
浜
町
下

市
木
へ
転
入

【
経
営
規
模
】

「
う
め
の
郷
」
創
生
（
研
修
）

事
業
に
よ
り
、
国
営
か
ん
保
団

地
の
２
９
４
ア
ー
ル
の
梅
園
地

で
研
修
中
で
す
。

【
農
業
を
始
め
よ
う
と
し
た
理
由
】

農
業
好
き
の
母
に
引
っ
張
ら
れ

て
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら

【
農
業
の
感
想
】

自
分
と
の
戦
い
で
も
あ
り
、
ま

た
、
自
然
と
の
戦
い
だ
と
思
う

少
し
は
仲
良
く
な
れ
た
か
な
？

自
然
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い

き
た
い

新
規
就
農
者
紹
介
！

わが町にまた一人

農業を支える

若い力が

【
今
後
の
抱
負
】

・
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
た
い

・
車
も
ほ
し
い

・
新
規
参
入
者
（
女
性
？
）
も
募

集
中
！

【
ひ
と
言
】

・
熊
野
古
道
を
歩
き
た
い

・
か
ん
保
池
に
も
来
て
下
さ
い

【
趣　

味
】

・
食
べ
る
こ
と
、
寝
る
こ
と
、
そ

し
て
、
動
き
回
る
こ
と

※　

御
浜
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

産
業
（
農
業
）
を
支
え
て
く
れ
る

若
い
力
を
応
援
し
ま
す
。

な
る
ま
で
の
10
年
間
に
、
お
よ

そ
25
人
に
一
人
と
い
う
非
常
に

高
い
率
で
交
通
事
故
に
遭
い
死
傷

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
飛
び

出
し
や
車
の
直
前
直
後
の
横
断
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

幼
児
や
小
学
校
低
学
年
で
は
、

高
学
年
に
な
る
ほ
ど
自
転
車
乗
車

中
の
事
故
も
多
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
は
、
ま
ず
わ
が
家

か
ら
」
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
家

庭
で
の
交
通
安
全
教
育
が
最
も
大

切
で
す
。

　

毎
日
、
危
険
な
場
所
や
危
険
な

行
動
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
子

ど
も
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

『
花
と
緑
の
彩
典
み
え
』

 

◆
花
や
緑
を

暮
し
の
中
へ
！

【
日　

時
】

・
３
月
７
日（
金
） 

10
時
〜
18
時

・
３
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）

 

9
時
〜
17
時

【
場　

所
】・
四
日
市
ド
ー
ム

【
内　

容
】

○
花
と
緑
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

○
各
種
の
花
関
連
コ
ン
テ
ス
ト

○
体
験
教
室
・
講
演
会
等

○
生
花
や
園
芸
資
材
等
の
販
売

【
入
場
料
】

・
大
人
…
１
０
０
０
円

・
中
学
生
以
下
と
障
害
者
手
帳   

を
お
持
ち
の
方
は
無
料

※
前
売
り
券（
８
０
０
円
）は
、最

寄
り
の
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
・
＊
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の

花
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
案
内
】

・
近
鉄
、
Ｊ
Ｒ
の
「
四
日
市
駅
」

か
ら
随
時
運
行
さ
れ
ま
す
。

※
利
用
者
に
は
、「
花
の
種
」
な

ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

２
０
０
３ 

花
と
緑
の
彩
典
み
え

（
実
行
委
員
会
事
務
局
）
ま
で


０
５
９
３
│
７
０
│
５
８
８
７
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御浜町ジュニアバンドに
楽器を購入

中峯　奈
な お

央ちゃん

邦介さ
ん・里佐さ

ん 

   阿田和  



谷田　映
はづき

月ちゃん

耕治さ
ん・奈緒子さ

ん 

（平成14年12月１日～31日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

井口　優
ゆうな

那ちゃん

有二さ
ん・あおいさ

ん 

   市　木  



1月のできごと

子どもたちの思いを聞こう！

柚木　七
ななみ

海ちゃん

一樹さ
ん・美恵さ

ん 

船津　慶
よしと

人く
ん

芳樹さ
ん・真美さ

ん 

   神志山  



田中　伯
は く

空く
ん

年男さ
ん・ゆうこさ

ん 

本田　智
ともうみ

海く
ん

満さ
ん・康子さ

ん 
岡田　駿

はやと

斗く
ん

守さ
ん・珠代さ

ん 

   尾呂志  



御浜町ジュニアバンドに
楽器を購入

　御浜町では、平成

14 年度自治宝くじ

の助成を受けて、「御

浜町ジュニアバン

ド」の楽器を購入し

ました。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

　この地域に住む、子どもたちの意見発表の場として、去

る１月１８日（土）中央公民館において「紀南青少年育成交

流会」が開催されました。

　青少年が日頃考えてる事や感じていることを聞くこと

で、自分の生き方や社会との関わりを考え青少年への理解

を深めるものであります。

　中学生の主張発表では、将来の夢！また、今の自分にと

って何ができるのか？といった素直な思いが伝えられ、

その他、御浜町ジュニアバンドの演奏、紀州舞踊隊の熱い

演技がメッセージとして訪れた人の心に届けられました。
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平成１５年３月１日発行

　わがら元気塾自主講座の
竹細工教室。小刀で竹を切
り、鉄砲を作りました。濡
れティッシュを丸めた弾を
「ポンッ」と飛ばす様が面
白くて、子ども達は夢中に
なって遊んでいました。気
が付けば、床一面、白い弾
だらけ・・・。
　昔の遊びもなかなか面白
いでしょ！

Photo　中央公民館にて

竹　鉄
　砲

まちの
風物詩

２月１日現在　人口 10，276人（－3人） 男4，798人　女5，478人　世帯数4，271戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
は
、「
さ
ま
ざ
ま
」
…

天
気
も
変
わ
り
や
す
く
、
寒

波
と
暖
波
が
入
り
乱
れ
る
季
節
。

　

ま
た
、
入
学
試
験
の
合
否
が
あ

り
、
人
事
異
動
が
あ
り
、
年
度
末

の
仕
事
の
整
理
に
と
忙
し
い
。

　

そ
の
中
、
喜
び
の
乾
杯
が
あ
り
、

親
し
い
人
と
の
別
れ
が
あ
る
。

▼
と
こ
ろ
で
、
３
日
は
、
桃
の
節
句
・

ひ
な
ま
つ
り
。
娘
の
友
達
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
呼

ん
で
、
楽
し
く
過
ご
す
ひ
と
時
、

娘
親
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
も
喜

ば
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
そ
う
、
桃
の
花
を
浸
し
た

お
酒
「
桃
の
酒
」
を
こ
の
日
に
飲

め
ば
、
百
病
を
除
く
。
と
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ

も
飲
み
過
ぎ
に
は
、
ご
注
意
！

3

　

私
た
ち
の
町
の「
ま
ち
か
ど
博
物

館
」を
ご
存
知
で
す
か
？

○
上
野
陶
磁
・
起
請（
化
粧
）の
水
資
料

館（

２
│
１
３
２
３
＊
要
予
約
）

○
御
浜
窯
焼
物
館（

２
│
２
３
３
６
）

○
い
ち
ぎ
木
綿
大
久
保
織
布

（

２
│
１
０
０
６
＊
要
予
約
）

○
市
木
木
綿
織
物
工
場

（

２
│
０
２
６
９
＊
要
予
約
）

○
エ
ア
ー
プ
ラ
ン
ツ
の
館

（

４
│
１
０
９
０
＊
要
予
約
）

○
ら
ん
の
里（

４
│
１
８
６
７
）

○
盆
栽
紀
の
国
園（

２
│
０
４
５
８
）

○
古こ

ぎ
れ裂
博
物
館

（

２
│
２
０
４
１
＊
要
予
約
）

◆
秘
め
ら
れ
た
お
宝
に
出
会
え
る

か
も
？

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、企
画
振
興
課

（

３
│
０
５
０
７
）ま
で

ま
ち
か
ど
博
物
館
へ

行
こ
う
！

な す の 利 久 煮

良い食生活をするための料理教室

材　料（4人分）

なす 小８本 (500g)

青ねぎ 適量

揚げ油 適量

だし汁 １カップ

酒 大さじ　　１

薄口しょう油 大さじ１ １／２

練りごま 大さじ　 ２

片栗粉 大さじ　１／２

牛乳 １カップ

（１） なすは、へたと先端を切り落とし、縞目に皮を薄くむく。揚げ油
を180℃に熱し、なすを入れてころがしながら揚げる。火がとお
ったらざるにあげ、熱湯をまわしながらかけて油抜きをする。

（２） 鍋にだし汁を入れて火にかけ、温まったら酒、薄口しょう油を
加えて調味する。なすを入れて煮、煮立ったら火を弱めて 10
分程煮る。

（３） 煮汁を少しとって練りごまをのばしてから、鍋に加えて混ぜる。
片栗粉を大さじ１の水で溶いて加え、とろみをつける。

（４） 牛乳を加えて鍋をゆすりながら、なじむまで軽く煮る。汁ごと
器に盛り、青ねぎを斜め切りにして添える。




